
今
回
は
２
０
１
６
年
３
月
卒
業

予
定
の
大
学
・
大
学
院
、
短
期
大

学
、
専
門
学
校
の
新
卒
と
既
卒
者

（
第
２
新
卒
）
が
対
象
と
な
る
。

当
日
は
午
後
１
時
、
２
時
、
３

時
、
４
時
、
５
時
の
計
５
回
に
渡

り
、
会
社
側
が
事
業
内
容
や
採
用

フ
ロ
ー
な
ど
を
説
明
す
る
。
１
回

45
分
の
完
全
入
れ
替
え
制
で
、
途

中
の
入
退
室
は
で
き
な
い
。

参
加
者
に
は
事
前
に
、
説
明
を

聞
き
た
い
会
社
名
を
申
し
込
み
用

紙
に
記
入
し
て
も
ら
う
。
午
後
１

時
か
ら
の
説
明
会
は
、
大
変
混
雑

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
早
め
の
来

所
と
申
し
込
み
を
お
勧
め
す
る
。

履
歴
書
は
不
要
で
服
装
も
自
由
。

説
明
会
の
終
了
後
、
専
用
の
窓
口

で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
発

行
し
、
応
募
し
て
も
ら
う
。

３
日
は
13
社
が
参
加
す
る
。
日

立
物
流
コ
ラ
ボ
ネ
ク
ス
ト
（
総
合

職
）
▼
ジ
ョ
ー
・
プ
リ
ン
ス
竹
下

（
企
画
・
開
発
・
国
際
営
業
部
）

▼
住
友
不
動
産
販
売
（
総
合
職
、

一
般
職
）
▼
巴
バ
ル
ブ
（
営
業
職
、

技
術
職
）
▼
和
気
産
業
（
ル
ー
ト

営
業
）
▼
エ
ブ
リ
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
▼
平
田
タ

イ
ル
（
総
合
職
）
▼
ホ
ー
プ
ス

（
Ｓ
Ｅ
・
Ｐ
Ｇ

大
阪
）
▼
エ
コ

配
（
集
配
・
店
舗
管
理
・
新
規
開

拓
）
▼
日
本
紙
管
工
業
（
総
合
職
）

▼
金
井
重
要
工
業
（
生
産
技
術
職
）

▼
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・
サ
ー
ビ
ス

（
営
業
・
導
入
職

開
発
職
）
▼

ユ
ー
デ
ッ
ク
（
総
合
職
）

４
日
は
14
社
。
日
本
ア
イ
・
エ

ス
・
ケ
イ
（
営
業
）
▼
福
井
製
作

所
（
総
合
、
技
術
）
▼
紙
広
（
営

業
、
営
業
事
務
、
総
務
経
理
事
務

全
般
）
▼
旭
興
（
営
業
・
施
工
管

理
・
商
品
企
画
）
▼
範
多
機
械

（
営
業
、
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
、

技
術
、
倉
庫
管
理
）
▼
マ
ル
ニ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
総
合
職
、
一
般

職
）
▼
井
原
築
炉
工
業
（
総
合
職
）

▼
朝
日
機
材
（
営
業
職
）
▼
だ
い

や
（
営
業
）
▼
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
ト
ー

タ
ル
販
売
（
営
業
）
▼
エ
レ
コ
ン

（
事
務
職
）
▼
内
外
電
機
（
営
業
、

技
術
）
▼
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス

近
畿
ふ
そ
う
（
営
業
）
▼

タ
ニ
ッ
ク
ス
（
総
合
）
。
問
い
合

わ
せ
は
大
阪
新
卒
応
援
Ｈ
Ｗ
、
０

６
（
７
７
０
９
）
９
４
５
５
へ
。

７
月
10
日
開
か
れ
た
拡
大
Ｒ
Ｍ

Ｂ
の
既
卒
者
・
第
２
新
卒
編
に
は
、

就
活
生
１
３
８
人
が
参
加
し
た
。

旅
行
業
や
信
用
調
査
会
社
な
ど
14

社
が
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、
事
業
内

容
や
福
利
厚
生
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
参
加
者
は
メ
モ
を
取
る

な
ど
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
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第２１号

２０１５年７月１７日

大阪新卒応援ﾊﾛｰﾜｰｸ

3

4

若手社員が活躍

仕事場訪ねる

転職の男性

わかハロ支援、決め手

３・４日 拡大ＲＭＢ

2

2016年３月卒業予定の大学卒などを対象にしたハローワークの学卒求人が８月１日、

いよいよ解禁される。これに合わせ大阪新卒応援ハローワークは３日と４日の両日、拡

大版レギュラーマッチングブース（ＲＭＢ）説明会・面接会を所内で開く。３日は13社、

４日は14社の計27社が参加、応募したい企業があればその場でＨＷ紹介状を発行する。 ８
月
１
日
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

い
よ
い
よ
解
禁

７
月
10
日
に
開
か
れ
た
Ｒ
Ｍ
Ｂ
の
会
場
㊤
㊦

８
月
１
日
採
用
選
考
解
禁
が
間
近
に
迫
っ
て
参
り
ま
し

た
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
公
開
も
８
月
１
日
に

解
禁
と
な
り
ま
す
。
就
活
中
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
待
た

せ
し
ま
し
た
が
、
中
堅
・
中
小
企
業
で
の
就
職
を
考
え
て

い
る
方
に
は
こ
れ
か
ら
就
活
が
本
格
化
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
号
で
は
、
採
用
選
考
解
禁
に
合
わ
せ
た
８
月
３

日
、
４
日
開
催
の
「
拡
大
」
レ
ギ
ュ
ラ
ー
マ
ッ
チ
ン
グ
ブ
ー

ス
の
ご
案
内
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
２
日
間
に
わ
た
り
合

計
27
社
参
加
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。
多
く
の
ブ
ー
ス
を

訪
問
し
説
明
を
聞
い
て
就
活
の
ヒ
ン
ト
に
し
ま
し
ょ
う
。

事
務
や
営
業
職
、
27
社
集
結

中
堅
・中
小
企
業
、
こ
れ
か
ら
本
格
化
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20代の若手６人、会社に元気と勢い与え
「なぜこの仕事を選んだのか」「会社選びのポイントはどこ」―。2016年卒の就職活動が本格化する中、多くの就活

生が悩むポイントだ。本紙では、ハローワーク求人や合同説明会で就職を決めた「ＨＷのＯＢ・ＯＧ」が勤める「だい

や」と「大阪ダイハツ販売岸和田店」を訪ね、会社選びのポイントや今の仕事のやりがいを語ってもらった。

「最近、若い社員が多くなり、取引

先から元気がある、勢いがあるとの言

葉をもらった」。営業担当の東嘉弥眞

さんは顧客からの評価に相好を崩す。

同社は陸・舶用配管資材全般の専門

商社で創業70年を迎える。各種バルブ

や継手、圧力計などの建設・造船、バ

ス・トイレや水道など住宅関連のほか、

プラントや工作機器を扱う。山地正展

社長以下14人のうち６人が20代。いず

れもハローワークを通じ採用された若

者たちだ。

「不況で厳しい就活だった」

と話すのは営業事務のＫ.Ｍ

さんとＭ.Ｓさんだ。「卒業

を間近に控え就職が決まらず

焦りの毎日だった」とＫ.Ｍ

さん。ものづくりの中小企業

に絞り、同社の求人票を見つ

けた、という。「面接は社長

と専務。緊張していたが、４

年続けたアルバイトの話と教

職課程を目指し努力したエピ

ソードを伝えた」という。

「倉庫内は綺麗に整頓され、ガラスに

は指紋の痕一つなかった。社員の方は

元気にあいさつされ、清潔で礼儀正し

い良い会社だ、と思った」と振り返る。

Ｍ.Ｓさんは事務志望だが、なかな

か決まらず大阪新卒応援ハローワーク

で活動していた。「当時、会社にＨＰ

もなく志望動機をどう書こうか、と。

すでに選考は終盤だったが、電話を入

れたら応募ＯＫ。運か縁か。最後に決

まった」という。「堅苦しい雰囲気は

なく社長は穏やかで面接はとても話し

やすかった。書道（六段）を長く続け

ている話や、仕事も長く続けたい意向

を伝えた」という。

「コート姿で面接に臨み、怒られた

なぁ」と話すのは安楽さんだ。「履歴

書を直接、持参したら即、面接で。怒

られるし、こりゃ、だめか、と思った

ら社長がビジネスマナーの大切さにつ

いてコンコンと教えてくれた」。自ら

恥じ入りながらその時、思った。「あー、

懐の大きい社長だ。まるで親父のよう

だ」。社長の人柄に触れた瞬間だった。

同社では入社後、最初に配属される

のが業務課だ。４月入社の新人・加藤

さんは得意先への商品の配達や引き取

りなど、外回りの仕事に勉強の毎日だ。

「まず商品を知ることを心掛けている。

サイズもたくさんあり、出し間違いは

要注意」と気を引き締める。

「配達で１トン車を運転するがこれ

がなかなか大変で」と話すのは藤野さ

ん。発車時にクラッチが滑り、エンス

トもたびたび。社用車をぶつけたこと

もあった。「こりゃ、怒られるぞ、と

思いきや社長から『形あるものは壊れ

る。気にするな。それよりケガはない

か』の言葉に熱いものが込み上げてき

た、という。

東嘉弥眞さんは昨年４月から営業職

に。得意先を訪問しながら新商品を勧

めたり、新規顧客の開拓に走り回る。

営業の面白さは、自分がＰＲした商品

の見積もりが入り、その数が増えてい

く時だ。「知らないメーカーの名前を

聞けば、すぐに調べる。顧客への訪問

を繰り返すことで人間関係ができる。

『若い社員に勢いがあるね』と言われ

ると、もっと期待に答えたい」と話す。

一方、営業事務職は電話でのやり取

りが主な仕事。見積もりや注文を受け

る。Ｍ.Ｓさんは「慣れない頃、電話

を取るのが本当に怖かった」と振り返

る。「突然の注文に、サイズを聞くだ

けで精一杯。相手は早口で、書こうに

も手が追いつかない。会社名も知らな

いし、聞き取れない。尋ねる勇気もな

く、復唱したいができなかった」とい

う。慣れるまで大変だったが、失敗し

ても切り替える気持ちで乗り越えた。

今では裁量の範囲で値付けも行う。

「仕入れ値からこれぐらいはもらえそ

うかな」と日々、得意先と自社の利益

を考えて価格をつけている。Ｋ.Ｍさ

んも「競合する他社には、見積もりで

勝ちたい。要領よく仕事がこなせるよ

う努めている。電話を取って見積もり

をしてお茶を入れて…全てをこなす。

これがウチの営業事務です。事務職志

望なら「電話応対をしっかり」と力を

込める。

会社選びのポイントをＭ.Ｓさんは

「トップを見れば社風が分かる。社長

の人柄や雰囲気を見て、自分が『いい

な』と思える会社が良い会社ではない

か」。東嘉弥眞さんも「中小企業なら

自分の仕事ぶりをしっかりと見てくれ

る。ここでは新聞の読み方から決算の

数字の見方まで教えてくれた」と話す。

「ウチの良さは、互いにフォローし

合う人間関係だ。社長が何事も率先さ

れるので仕事もスピード感がある。社

長との距離の近さが、中小企業の魅力」

とＫ.Ｍさん。20代の６人がこれから

の社業を引っ張っていく。

Ｋ.Ｍさん 営業事務 平成23年5月入社

Ｍ.Ｓさん 営業事務 平成24年4月入社

東嘉弥眞弘人さん 営業 平成25年4月入社

藤野孝行さん 業務 平成25年12月入社

安楽佳貴さん 営業 平成26年2月入社

加藤晃一さん 業務 平成27年4月入社

だいや

「温かい人柄となんでも話せる社風。社長はまさに親父さん」
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「お客様の喜ぶ笑顔に、いい仕事だなぁ」
「お客様が本当に喜んでいるお顔を

拝見している時が、一番の喜び。サー

ビスに満足されているか、表情を見れ

ば分かる。納車した瞬間『これから自

分の車になるんだ』という笑顔にあー、

販売はいい仕事だなぁ」と実感する。

大阪ダイハツ販売岸和田店。営業グ

ループの24歳女性＝写真＝は仕事のや

りがいをこう語っ

た。

大阪ダイハツ販

売は昭和５年に創

業。軽自動車の販

売や整備、自動車

部品や用品の販売

から損害保険の取

り扱いまでを行う。

ショールームには、

テレビＣＭでお馴

染みの「タントカ

スタム」や「コペ

ンローブ」が並ぶ。

流線形の赤いボディーが陽光に反射し

ドライバーの心を高揚させる。

同社との出会いは２年前の夏。ハロー

ワークなどが主催の近畿ブロック大学

等就職フェアだ。参加理由は「大阪ダ

イハツ販売の説明を聞くため」だった。

３回生の12月末まで米国・シカゴの

大学に留学。帰国すると周囲の状況は

一変していた。「友人は既に就活モー

ド。一方、私は留学を終え正直、ホッ

としたかった。就活に対する熱意や気

持ちのあり方に友人との差を感じてい

た」という。焦りが焦りを生む中、気

持ちをどう切り替えたのか。「とにか

く今、何をしなければならないか、冷

静に考えた。業界や業種を絞るよりも

興味ある会社の説明会や、学校での合

同企業説明会に足を運んだ」という。

実家は自営業。その影響から営業の

仕事に興味があった。「自分の努力に

対しそのまま評価される。これが営業

の魅力だ。勉強や運動会ではだれにも

負けたくない。そんな気持ちがずっと

あった」。営業職に求められる気持ち

の強さと優しさが言葉と笑顔に表れた。

７月は就活も終盤。最終進路に悩ん

だ。自動車業界には以前から興味があ

り説明会では人事担当者とじっくり話

ができた。「社風や評価の基準を聞い

た。すぐ入社試験ではなく人事と一対

一で１時間くらい計２回、面談を通じ

て会社を知る機会があった。会社の体

系や仕事内容も細かく教えてくれた。

会社と自分が本当にマッチングするの

か、しっかり見極めた上で試験に臨む。

そこが良かった」。

志望は営業職。「営業なら自分が頑

張っただけ評価される。半年に一度、

店長と話をして今の自分の評価や、今

後どうしなければならないか、フィー

ドバックがしっかりしているのも安心

できた」。入社を決めた瞬間だった。

「営業職がこんなにも汗をかく仕事

とは思わなかった」―。入社から２年。

今では年間の販売目標達成に向け日々、

挑戦する毎日だ。毎週土・日曜は車の

展示会。金曜には展示している車を全

て、ピッカピカに洗車する。これも営

業担当の仕事だ。「夏場であれば汗だ

く、冬なら手が痛くなるほど」。光が

反射する美しいボディはスタッフ総出

で磨き上げた賜物だ。

一番、印象に残っているのはやはり

「初めて車が売れたこと」。「ご来店

いただいたお客様に、どんな車種がい

いのか、性能から色合いまでしっかり

とお尋ねする。その上で、下取りの査

定や金額交渉に入る。私はご契約まで

２時間かかりました」。

先日、購入第１号の夫婦が１年目の

車両点検に同店を訪れ「月日は早いも

の。お仕事、しっかりとされています

ね」と声を掛けられた。「お客様にも

私と同世代の娘さんがいる。『あなた

からこの車を買いたいわ』という言葉

が本当にうれしかった」と振り返る。

「この車、今でも気に入っているよ」

との言葉に胸が熱くなった。「売れた

１台目だからではない。１年たっても

気にいったままご乗車いただいている

姿に、です。お客様からこんな嬉しい

言葉をいただくなんて。営業職でない

と得られない喜び」。

もちろん失敗もある。連絡の行き違

いや、言葉の選び方でお客様を不快に

させた経験だ。「私が話した内容と、

相手が受け取った内容が一致している

のか。きちんと確認しないといけなかっ

た。自分の思い込みがあっただけに、

確認作業の大切さを痛感している」。

今の目標は「営業力に磨きをかけた

い」。そのためには「ご来店の時にしっ

かりとお客様と対話したい。点検月に

当たるお客様には積極的に声かけをし、

新車をお求めのお客様にはご自宅を訪

問したり。とにかくお客様に私の名前

をまず覚えていただく努力をしたい。

合わせて自動車保険やＪＡＦについて

知識を高めたい」と力を込める。

営業職に二の足を踏む就活生には

「自動車業界と聞くと、車に詳しく男

性職場と思いがちだが、そうではない。

私も車好きだがエンジンオイルは交換

がいることも知らなかった。効率よい

セールスや販売後、顧客との関係を深

める方法は、研修でしっかりと教えて

くれる。私も一からスタートした。全

く心配ないですよ」とエールを送る。

「自分の頑張りがそのまま評価される。今は営業力に磨きをかけたい」

大阪ダイハツ販売岸和田店 営業グループ・24歳女性

学ハロ大阪新聞 2015年７月17日 第21号
（3）

「お客様の喜ぶ笑顔に、いい仕事だなぁ」
「お客様が本当に喜んでいるお顔を

拝見している時が、一番の喜び。サー

ビスに満足されているか、表情を見れ

ば分かる。納車した瞬間『これから自

分の車になるんだ』という笑顔にあー、

販売はいい仕事だなぁ」と実感する。

大阪ダイハツ販売岸和田店。営業グ

ループの24歳女性＝写真＝は仕事のや

りがいをこう語っ

た。

大阪ダイハツ販

売は昭和５年に創

業。軽自動車の販

売や整備、自動車

部品や用品の販売

から損害保険の取

り扱いまでを行う。

ショールームには、

テレビＣＭでお馴

染みの「タントカ

スタム」や「コペ

ンローブ」が並ぶ。

流線形の赤いボディーが陽光に反射し

ドライバーの心を高揚させる。

同社との出会いは２年前の夏。ハロー

ワークなどが主催の近畿ブロック大学

等就職フェアだ。参加理由は「大阪ダ

イハツ販売の説明を聞くため」だった。

３回生の12月末まで米国・シカゴの

大学に留学。帰国すると周囲の状況は

一変していた。「友人は既に就活モー

ド。一方、私は留学を終え正直、ホッ

としたかった。就活に対する熱意や気

持ちのあり方に友人との差を感じてい

た」という。焦りが焦りを生む中、気

持ちをどう切り替えたのか。「とにか

く今、何をしなければならないか、冷

静に考えた。業界や業種を絞るよりも

興味ある会社の説明会や、学校での合

同企業説明会に足を運んだ」という。

実家は自営業。その影響から営業の

仕事に興味があった。「自分の努力に

対しそのまま評価される。これが営業

の魅力だ。勉強や運動会ではだれにも

負けたくない。そんな気持ちがずっと

あった」。営業職に求められる気持ち

の強さと優しさが言葉と笑顔に表れた。

７月は就活も終盤。最終進路に悩ん

だ。自動車業界には以前から興味があ

り説明会では人事担当者とじっくり話

ができた。「社風や評価の基準を聞い

た。すぐ入社試験ではなく人事と一対

一で１時間くらい計２回、面談を通じ

て会社を知る機会があった。会社の体

系や仕事内容も細かく教えてくれた。

会社と自分が本当にマッチングするの

か、しっかり見極めた上で試験に臨む。

そこが良かった」。

志望は営業職。「営業なら自分が頑

張っただけ評価される。半年に一度、

店長と話をして今の自分の評価や、今

後どうしなければならないか、フィー

ドバックがしっかりしているのも安心

できた」。入社を決めた瞬間だった。

「営業職がこんなにも汗をかく仕事

とは思わなかった」―。入社から２年。

今では年間の販売目標達成に向け日々、

挑戦する毎日だ。毎週土・日曜は車の

展示会。金曜には展示している車を全

て、ピッカピカに洗車する。これも営

業担当の仕事だ。「夏場であれば汗だ

く、冬なら手が痛くなるほど」。光が

反射する美しいボディはスタッフ総出

で磨き上げた賜物だ。

一番、印象に残っているのはやはり

「初めて車が売れたこと」。「ご来店

いただいたお客様に、どんな車種がい

いのか、性能から色合いまでしっかり

とお尋ねする。その上で、下取りの査

定や金額交渉に入る。私はご契約まで

２時間かかりました」。

先日、購入第１号の夫婦が１年目の

車両点検に同店を訪れ「月日は早いも

の。お仕事、しっかりとされています

ね」と声を掛けられた。「お客様にも

私と同世代の娘さんがいる。『あなた

からこの車を買いたいわ』という言葉

が本当にうれしかった」と振り返る。

「この車、今でも気に入っているよ」

との言葉に胸が熱くなった。「売れた

１台目だからではない。１年たっても

気にいったままご乗車いただいている

姿に、です。お客様からこんな嬉しい

言葉をいただくなんて。営業職でない

と得られない喜び」。

もちろん失敗もある。連絡の行き違

いや、言葉の選び方でお客様を不快に

させた経験だ。「私が話した内容と、

相手が受け取った内容が一致している

のか。きちんと確認しないといけなかっ

た。自分の思い込みがあっただけに、

確認作業の大切さを痛感している」。

今の目標は「営業力に磨きをかけた

い」。そのためには「ご来店の時にしっ

かりとお客様と対話したい。点検月に

当たるお客様には積極的に声かけをし、

新車をお求めのお客様にはご自宅を訪

問したり。とにかくお客様に私の名前

をまず覚えていただく努力をしたい。

合わせて自動車保険やＪＡＦについて

知識を高めたい」と力を込める。

営業職に二の足を踏む就活生には

「自動車業界と聞くと、車に詳しく男

性職場と思いがちだが、そうではない。

私も車好きだがエンジンオイルは交換

がいることも知らなかった。効率よい

セールスや販売後、顧客との関係を深

める方法は、研修でしっかりと教えて

くれる。私も一からスタートした。全

く心配ないですよ」とエールを送る。

「自分の頑張りがそのまま評価される。今は営業力に磨きをかけたい」
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◆
大
学
時
代
の
就
職
活
動
は
？

就
活
サ
イ
ト
に
登
録
し
、
説
明

会
に
参
加
し
た
。
上
手
く
い
か
ず

中
断
も
あ
っ
た
が
、
秋
ご
ろ
大
手

文
具
メ
ー
カ
ー
に
決
ま
っ
た
。

◆
新
入
社
員
時
代
は
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
た
の
か
。

会
社
は
大
手
で
商
品
の
知
名
度

も
高
く
、
仕
事
は
事
務
だ
っ
た
。

大
阪
市
内
の
事
務
所
で
は
総
務
部

に
配
属
さ
れ
、
庶
務
の
仕
事
に
。

来
客
応
接
や
郵
便
物
の
処
理
、
社

内
便
か
ら
、
車
・
携
帯
電
話
の
維

持
管
理
ま
で
。
事
務
作
業
の
基
本

を
し
っ
か
り
経
験
で
き
た
。

◆
仕
事
を
す
る
上
で
学
生
時
代

の
ど
ん
な
強
み
が
生
き
た
の
か
。

大
学
時
代
、
部
活
動
で
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
所
属
し
て
い
た
。
楽
器

は
チ
ェ
ロ
。
百
人
規
模
の
組
織
で

皆
を
バ
ッ
ク
か
ら
支
え
る
裏
方
の

作
業
に
従
事
し
て
い
た
。
３
年
目

に
は
大
阪
本
社
に
異
動
し
た
。
仕

事
は
車
と
通
信
部
門
の
管
理
で
、

守
備
範
囲
は
全
国
に
跨
る
。
社
用

車
は
２
百
台
あ
り
、
そ
れ
を
管
理

し
た
。
固
定
電
話
の
見
直
し
に
も

着
手
す
る
な
ど
、
事
業
者
と
の
や

り
取
り
が
主
な
仕
事
だ
っ
た
。

◆
８
年
半
の
勤
務
の
後
、
転
職

を
決
意
す
る
。
な
ぜ
？

大
企
業
で
の
管
理
部
門
で
は
、

仕
事
の
領
域
が
広
が
ら
な
い
。
こ

れ
ま
で
の
仕
事
で
は
、
無
駄
の
見

直
し
や
業
務
の
効
率
化
を
進
め
て

き
た
。
現
状
維
持
で
は
な
く
、
こ

の
経
験
を
も
っ
と
他
の
分
野
に
も

生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
生
か

せ
る
仕
事
が
し
た
い
、
と
心
か
ら

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
や
は
り
他

社
を
見
た
く
な
っ
た
ん
で
す
。

◆
具
体
的
に
ど
う
動
い
た
の
か
。

ま
ず
は
人
材
紹
介
会
社
に
登
録

し
、
職
務
経
歴
を
ま
と
め
よ
う
と

思
っ
た
。
だ
が
、
自
分
の
事
務
経

験
で
は
視
野
が
狭
い
と
気
付
く
。

例
え
ば
、
株
主
総
会
だ
が
、
会
社

法
務
の
経
験
は
な
い
。
人
事
部
で

は
、
採
用
や
労
務
管
理
の
経
験
も

な
い
。
そ
の
点
は
不
利
だ
っ
た
。

◆
だ
が
、
決
心
は
固
か
っ
た
。

結
局
、
在
職
中
に
は
転
職
で
き

ず
、
昨
年
8
月
に
退
職
し
た
。

◆
転
職
活
動
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
は
電
話
と
メ
ー

ル
で
の
や
り
取
り
。
紹
介
さ
れ
た

企
業
の
中
か
ら
応
募
す
る
。
月
に

５
社
ほ
ど
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。
だ

が
、
書
類
の
通
過
率
が
時
間
の
経

過
と
と
も
に
下
が
り
、
３
割
前
後

に
。
会
社
は
業
務
改
善
の
実
績
と

総
務
職
で
挑
戦
で
き
る
と
こ
ろ
を

選
ん
だ
。
秋
ご
ろ
神
戸
の
病
院
で

人
事
の
求
人
が
あ
っ
た
。
手
ご
た

え
も
あ
り
「
い
け
た
」
と
思
っ
た

が
返
事
は
引
き
延
ば
さ
れ
て
結
局
、

不
採
用
に
。
振
り
返
れ
ば
、
面
接

で
は
緊
張
が
全
面
に
出
て
し
ま
い
、

仕
事
で
何
が
し
た
い
か
を
面
接
官

に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
正
直
、

こ
の
結
果
は
き
つ
か
っ
た
。

◆
落
ち
込
ん
だ
時
は
、
ど
う
気

分
転
換
を
図
っ
た
か
。

も
っ
ぱ
ら
音
楽
で
気
晴
ら
し
だ
。

演
奏
会
に
も
出
か
け
た
。
社
会
人

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
、
仲
間
と
尼

崎
で
演
奏
会
も
行
っ
た
。
皆
が
何

か
と
気
遣
っ
て
く
れ
た
。

◆
そ
ん
な
時
、
大
阪
わ
か
も
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
出
会
う
。

今
年
の
4
月
ご
ろ
だ
。
電
話
と

メ
ー
ル
だ
け
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と

は
違
い
、
Ｈ
Ｗ
は
担
当
者
が
寄
り

添
っ
て
く
れ
た
。
こ
れ
が
大
き
か
っ

た
。
特
に
良
か
っ
た
の
が
、
担
当

者
制
の
個
別
支
援
だ
。
例
え
ば
、

求
人
票
。
希
望
に
近
い
求
人
は
た

く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
ど
う
選
ぶ
か
、

応
募
ま
で
戸
惑
っ
た
。
職
務
経
歴

書
の
添
削
を
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー

に
お
願
い
す
る
と
、
す
っ
き
り
と

ま
と
ま
り
、
読
み
や
す
く
な
っ
た
。

ま
た
、
面
接
の
基
本
を
学
ぶ
セ
ミ

ナ
ー
や
個
別
支
援
の
担
当
者
と
模

擬
面
接
で
話
す
内
容
を
整
理
し
た
。

◆
転
職
先
は
建
設
業
の
総
務
職
。

海
洋
土
木
に
強
い
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

の
子
会
社
だ
。

自
己
Ｐ
Ｒ
で
は
、
社
会
人
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
で
事
務
局
を
ま
と
め
る

役
回
り
の
話
を
し
た
。
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
は
仕
事
と
似
て
い
る
。
メ
ン

バ
ー
の
大
半
が
社
会
人
。
少
な
い

時
間
で
効
率
よ
く
練
習
や
事
務
作

業
を
こ
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
時

に
は
年
長
者
に
仕
事
を
手
伝
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。
人
を
う
ま

く
回
す
必
要
も
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
は
建
設
現
場
と
同
じ
で
は
な

い
か
、
と
。

◆
早
期
に
退
職
し
、
転
職
を
模

索
す
る
若
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

転
職
理
由
に
は
、
仕
事
へ
の
不

満
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
は
自
分

が
何
を
や
り
た
い
の
か
を
表
現
で

き
る
よ
う
に
し
よ
う
。
こ
れ
ま
で

の
行
動
や
仕
事
の
実
績
を
定
期
的

に
振
り
返
る
こ
と
だ
。
私
に
は
直

接
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
担
当
者

の
存
在
が
大
き
か
っ
た
。
「
文
章

表
現
も
前
向
き
に
変
え
よ
う
」
と

い
う
ア
ド
バ
イ
ス
も
利
い
た
。
相

談
や
愚
痴
は
Ｈ
Ｗ
に
来
て
話
せ
ば

整
理
で
き
る
。
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
時
ほ
ど
い
ろ
ん
な
人
に
支
え
て

も
ら
っ
た
。
お
か
げ
で
「
頑
張
ろ

う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
た
。
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転
職
、
ま
ず
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の
か
明
確
に

◆
大
学
時
代
の
就
職
活
動
は
？

就
活
サ
イ
ト
に
登
録
し
、
説
明

会
に
参
加
し
た
。
上
手
く
い
か
ず

中
断
も
あ
っ
た
が
、
秋
ご
ろ
大
手

文
具
メ
ー
カ
ー
に
決
ま
っ
た
。

◆
新
入
社
員
時
代
は
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
た
の
か
。

会
社
は
大
手
で
商
品
の
知
名
度

も
高
く
、
仕
事
は
事
務
だ
っ
た
。

大
阪
市
内
の
事
務
所
で
は
総
務
部

に
配
属
さ
れ
、
庶
務
の
仕
事
に
。

来
客
応
接
や
郵
便
物
の
処
理
、
社

内
便
か
ら
、
車
・
携
帯
電
話
の
維

持
管
理
ま
で
。
事
務
作
業
の
基
本

を
し
っ
か
り
経
験
で
き
た
。

◆
仕
事
を
す
る
上
で
学
生
時
代

の
ど
ん
な
強
み
が
生
き
た
の
か
。

大
学
時
代
、
部
活
動
で
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
所
属
し
て
い
た
。
楽
器

は
チ
ェ
ロ
。
百
人
規
模
の
組
織
で

皆
を
バ
ッ
ク
か
ら
支
え
る
裏
方
の

作
業
に
従
事
し
て
い
た
。
３
年
目

に
は
大
阪
本
社
に
異
動
し
た
。
仕

事
は
車
と
通
信
部
門
の
管
理
で
、

守
備
範
囲
は
全
国
に
跨
る
。
社
用

車
は
２
百
台
あ
り
、
そ
れ
を
管
理

し
た
。
固
定
電
話
の
見
直
し
に
も

着
手
す
る
な
ど
、
事
業
者
と
の
や

り
取
り
が
主
な
仕
事
だ
っ
た
。

◆
８
年
半
の
勤
務
の
後
、
転
職

を
決
意
す
る
。
な
ぜ
？

大
企
業
で
の
管
理
部
門
で
は
、

仕
事
の
領
域
が
広
が
ら
な
い
。
こ

れ
ま
で
の
仕
事
で
は
、
無
駄
の
見

直
し
や
業
務
の
効
率
化
を
進
め
て

き
た
。
現
状
維
持
で
は
な
く
、
こ

の
経
験
を
も
っ
と
他
の
分
野
に
も

生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
生
か

せ
る
仕
事
が
し
た
い
、
と
心
か
ら

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
や
は
り
他

社
を
見
た
く
な
っ
た
ん
で
す
。

◆
具
体
的
に
ど
う
動
い
た
の
か
。

ま
ず
は
人
材
紹
介
会
社
に
登
録

し
、
職
務
経
歴
を
ま
と
め
よ
う
と

思
っ
た
。
だ
が
、
自
分
の
事
務
経

験
で
は
視
野
が
狭
い
と
気
付
く
。

例
え
ば
、
株
主
総
会
だ
が
、
会
社

法
務
の
経
験
は
な
い
。
人
事
部
で

は
、
採
用
や
労
務
管
理
の
経
験
も

な
い
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そ
の
点
は
不
利
だ
っ
た
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◆
だ
が
、
決
心
は
固
か
っ
た
。

結
局
、
在
職
中
に
は
転
職
で
き

ず
、
昨
年
8
月
に
退
職
し
た
。

◆
転
職
活
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は
ど
う
だ
っ
た
か
。

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
は
電
話
と
メ
ー

ル
で
の
や
り
取
り
。
紹
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さ
れ
た

企
業
の
中
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ら
応
募
す
る
。
月
に

５
社
ほ
ど
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。
だ

が
、
書
類
の
通
過
率
が
時
間
の
経

過
と
と
も
に
下
が
り
、
３
割
前
後

に
。
会
社
は
業
務
改
善
の
実
績
と

総
務
職
で
挑
戦
で
き
る
と
こ
ろ
を

選
ん
だ
。
秋
ご
ろ
神
戸
の
病
院
で

人
事
の
求
人
が
あ
っ
た
。
手
ご
た

え
も
あ
り
「
い
け
た
」
と
思
っ
た

が
返
事
は
引
き
延
ば
さ
れ
て
結
局
、

不
採
用
に
。
振
り
返
れ
ば
、
面
接

で
は
緊
張
が
全
面
に
出
て
し
ま
い
、

仕
事
で
何
が
し
た
い
か
を
面
接
官

に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
正
直
、

こ
の
結
果
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き
つ
か
っ
た
。

◆
落
ち
込
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だ
時
は
、
ど
う
気

分
転
換
を
図
っ
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。

も
っ
ぱ
ら
音
楽
で
気
晴
ら
し
だ
。

演
奏
会
に
も
出
か
け
た
。
社
会
人

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
、
仲
間
と
尼

崎
で
演
奏
会
も
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っ
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が
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気
遣
っ
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れ
た
。

◆
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、
大
阪
わ
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ク
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。

今
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の
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だ
。
電
話
と

メ
ー
ル
だ
け
の
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ジ
ェ
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と
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、
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は
担
当
者
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り
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か
っ
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。
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に
良
か
っ
た
の
が
、
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当

者
制
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、

求
人
票
。
希
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に
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い
求
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は
た

く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
ど
う
選
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、
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模
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の
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、
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模
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理
由
に
は
、
仕
事
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の
不
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だ
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。
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で

の
行
動
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仕
事
の
実
績
を
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的

に
振
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返
る
こ
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だ
。
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に
は
直

接
相
談
に
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く
れ
る
担
当
者
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存
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が
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か
っ
た
。
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文
章

表
現
も
前
向
き
に
変
え
よ
う
」
と

い
う
ア
ド
バ
イ
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も
利
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。
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談
や
愚
痴
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Ｈ
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に
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せ
ば

整
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き
る
。
う
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く
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か
な
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っ

た
時
ほ
ど
い
ろ
ん
な
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え
て

も
ら
っ
た
。
お
か
げ
で
「
頑
張
ろ

う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
た
。
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大手文具メーカーに８年半勤めた後、転職を決意し退職した。何をやるにも

硬直的な大企業より「自分を生かせる職場があるのではな

いか」。迸る熱い思いは止められなかった。書類や面接で

不採用が続き、気持ちが落ち込んだ時はオーケストラでの

演奏と仲間の言葉に勇気をもらった。その軌跡を振り返る。

オーケストラの裏方経験、事務職に生かす
わたしの就活日記 20

甲南大学法学部

既卒 男性

転
職
、
ま
ず
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の
か
明
確
に


